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|立川数 11.572似評
9J 22，669人

人口女 24，693人
(9)) (女〉

24 31 
17 11 
53 78 
62 72 
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縦

覧

は

2 
月
1 0 
日

報

魚
住
駅
前
地
区
の
郡
山
計
画
事
業

は
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
刀
に
よ
っ
て

い
よ
い
よ
本
年
度
で
完
了
す
る
乙
と

に
な
り
ま
し
た
。

市
で
は
、
引
き
続
き
こ
の
地
医
に

隣
接
す
る
国
道
八
号
綜
ま
で
の
加
街

地
区
の
土
地
区
画
強
理
事
業
を
す
す

め
る
よ
う
準
備
し
て
い
ま
し
た
D

こ

の
ほ
ど
、
よ
う
や
く
そ
の
骨
組
み
と

も
い
え
る
事
業
計
画
集
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
の
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
計
岡

案
を
み
な
さ
ん
に
み
て
も
ら
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
事
業
区
域
の
方
は

も
ち
ろ
ん
、
ど
な
た
で
も
み
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

こ
ん
ど
都
市
計
聞
事
業
を
す
す
め

る
の
は
、
東
西
が
旧
国
道
(
魚
津
間

泌
総
)
か
ら
国
迫
八
サ
綜
ま
で
と
花

は
中
川
用
水
、
市
は
火
災
復
興
区
域

に
隣
服
す
る
地
域
の
三
十
一
・
八
か

(
ゃ
く
九
万
六
千
坪
)
で
す
。
計
同

に
よ
り
ま
す
と
、
角
地
駅
前
の
三
十

討
の
道
路
を
同
泊
八
号
制
献
上
村
木
長

差
点
ま
で
の
ば
し
、
こ
れ
を
中
心
に

師
員
十
八
M
M

の
魚
津
臨
港
線
(
旧
同

道
)
な
ど
幹
似
街
路
を
縦
横
に
走
ら

せ
、
住
み
よ
い
す
っ
き
り
し
た
地
区

に
し
ま
す
。
ま
た
公
園
も
三
か
所
に

設
け
ら
れ
る
予
定
で
ず。

!怠

マ
縦
覧
期
間
H
2
月
叩
日
か
ら
2
月
幻

日
ま
で
午
前

8
時
叩
分
i
午
後
5
時

(
日
帳
、
祭
日
で
も
行
な
い
ま
す
〉

一

?智

マ
場
所
H
市
役
所
三
断
大
会
議
室

3掌無¥
一一 (1 )一一一45.2. 

3 
日

乙
の
縦
覧
が
終
わ
り
ま
す
と
、
富

山
県
知
事
の
認
可
を
得
て
、
栴
議
委

員
選
挙

l
仮
換
地
の
指
定
、
諮
問

l

答
申
な
ど
を
行
な
っ
て
、
昭
和
的
年

度
か
ら
事
業
に
と
り
か
か
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

し国戸 -， 2 
ょ民ご建月
うこと国 11
0 ぞに記日
つ国念は
て旗の 、
記を日
念掲 」
しげで
ま、す

圃
をとくこ
|切こ、の
ぐれど傾
た以乙向
め上のが
にの白も
、市治つ

懸街体と
命地もも
のの 、いの市 ま問な衛近も市ふに経品、すのざ山 iltげいい国
努無乙ち問w乙す題ど生か つ民え上じ済:す 。がま度業て発ちの近な 月街
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し化 決し 、そ 、 り市 害境身にはてび業進まもめの 、と しはが にか!こトlど

縦ら心市
覧 23に内

・住 (限 るめ工の画 げのんでし日 、の
建小劇キ住 居 の指乙 、業 区のそらーあおてま周回
築組閣ャ居 地 ) 一 定と挫の比一乙れつりりいで途道
制校 ~ パの 域 は例地に秒I~I に 環でるにまま た 、 地 八
限の映レ環(指は域な別つ、と、と、すすだそ城号
さ工画 1境三定次のりにの 0:し市!出土が 。 くのを線
れ場館 、を 二而の目ま慰 l也居てでい I也、そこ地指 か
るな 、待保-;fi'lよ的し築城 、、 はまのそのと峨定ら
。ど大合設 品 。うおた 1><を商市 、す利の原にのす 海
は r!I 、す公 によ oJ域別楽的土 d 用大肱!な計る J:t.

ると なび を途 、地地 プjきはり固た寄
。 り建 指刀IJ準の刺 法なたま集めり
ま築 定にじ 一 周 がもくしを 、の
す制 す定業定計 あのさたみ 2市

一 市街地周辺

2fJZ撃の用途地域制を施行
2月10日から 23日まで縦覧
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納
め
忘
れ
や
手
数
が
は
ぶ
け
る

本
市
で
は
、
口
座
娠
替
に
よ
る
納

税
を
す
す
め
て
お
り
ま
す
が
、
円
座

振
替
を
利
用
し
た
ら
ど
ん
な
利
点
が

あ
る
の
か
、
ま
た
、
ど
ん
な
手
続
き

が
必
要
な
の
か
知

っ
て
い
た
だ
き
、

こ
の
制
度
を
利
用
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

0

・:

私
た
ち
の
経
済
生
活
で
は
、
各
納

期
ご
と
に
税
を
完
納
す
る
こ
と
は
、

容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

納
税
貯
蓄
組
合
を
つ
く
り
、
日
ご
ろ

か
ら
計
画
的
に
納
税
資
金
を
準
備
し

各
納
期
内
に
完
納
で
き
る
よ
う
に
心

が
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
払
い
込
み

は
組
合
長
さ
ん
に
お
い
て
一
括
と
り

ま
と
め
る
な
ど
し
て
、
金
融
機
関
へ

納
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

〈
預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
振
替
V

口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
る
と
、

「
納
期
の
以
終
日
」
に
組
合
員
の
預

金
口
座
か
ら
自
動
的
に
振
り
替
え
て

納
税
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
組
合

長
さ
ん
や
納
税
者
が
直
接
金
融
機
関

へ
、
出
向
か
な
く
て
も
よ
く
、
ま
た

納
期
限
を
忘
れ
て
い
て
も
、
金
融
機

一

関
か
責
任
を
も
っ
て
納
税
手
続
き
を

一

行
な
っ
て
く
れ
ま
す
。

一

口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
簡
単
で

預
金
の
種
類
、
口
凶
番
号
、
口
座
ご

一

利
用
の
印
鑑
を
お
持
ち
の
う
え
、
税

一

務
課
ま
た
は
金
融
機
関
へ
お
申
し
出

一

く
だ
さ
い
。

一

口
座
振
替
の
で
き
る
税
金
は
、
市

一

県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車

一

税
、
国
民
健
康
保
険
税
に
限
ら
れ
て

一

い
ま
す
。
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
た

一

場
合
で
も
、
納
税
貯
蓄
組
合
に
は
普

一

通
ど
お
り
の
奨
凶
金
が
交
付
さ
れ
ま

一

す。

一

口
出
振
替
制
度
に
つ
い
て
、
お
わ

一

か
り
に
く
い
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

一

市
役
所
税
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

一

だ
さ
い
。

一

園田
期納民足A:

i眼E健康資

t旨日ーt{税険果 血税# 

で四回

す 期分 分期

商
業
地
域

(
三
四
・凶
お
)

.
商
業
そ
の
ほ
か
の
業
務

の
利
便
を
は
か
る
。

・
大
中
規
恨
の
工
場
は
建

築
制
限
さ
れ
る
。

準
工
業
地
域

(
三
八

・
五

む
)
・
環
境
の
悪
化
を
も
た
ら

す
お
そ
れ
の
な
い
工
業

の
利
便
を
増
進
す
る
0

.
大
規
模
の
工
場
は
建
築

制
限
さ
れ
る
。

工
業
地
域

(
四
三
・六
か
)

.
工
業
の
利
便
を
増
進
す

る。
・
旅
館
、
ホ
テ
ル
、
病
院

料
理
居
、
劇
場
、
映
画

成
人
病
の
衛
生
教
育
講
座

船

山

は

建

築

制

限

さ

れ

る

。

一

こ
の
間
途
地
以
制
が
施
行
さ
れ
ま

一

す
と
、
ど
ん
な
地
域
に
ど
ん
な
建
物

一

を
建
て
て
も
よ
か

っ
た
今
ま
で
と
地

一

ぃ
、
法
律
に
も
と
づ
く
制
限
が
加
え

一

成
人
病
に
つ
い
て
知
織
を
向
め
る

ら
れ
る
と
と
に
な
り
ま
す
。
乙
む
た

一

た
め
、
校
下
婦
人
会
を
対
象
に
次
の

め
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
、
指
定
地

一

よ
う
な
衛
生
講
座
を
ひ
ら
き
ま
す
。

域
を
十
分
知
っ
て
い
た
だ
き
、
と
忠

一

ど
な
た
で
も
お
気
経
に
と
参
加
く
だ

見
を
お
聞
き
す
る
た
め
、
次
の
よ
う

一

さ
い
。

に
社
岡
山
朱
を
み
て
も
ら
う
こ
と
に
な

一
マ
大
町
、
村
木
H
2月
3
日
午
後
7
時

り
ま
し
た
の
で
、
自
分
た
ち
の
住
ん

一

大
町
保
育
園
で
、
本
山
国
保
迎
合
会

で
い
る
と
こ
ろ
が
ど
う
な
る
の
か
、

一

掃
査
課
長
の
「
正
し
い
医
療
の
受
け

則
問
中
に
い
ち
ど
ご
覧
く
だ
さ
い
。
一

万
」

マ
縦
覧
期
間

一マ
松
倉

1
2
月
5
日
午
後
1
時
叩
分
、

昭
和
何
年

2
月
叩
日

(
火
)
か
ら

一

松
合
公
民
館
で
、
宵
本
文
雄
氏
の

2
月
幻
日

(
月
)
ま
で
、
毎
日
午

一

「
成
人
病
に
つ
い
て
」

前

8
時
叩
分
か
ら
午
後
5
附
ま
で

一マ
西
布
施

1
2月
6
日
午
後
1
時
加
分

(土
、
日
限
日
も
ひ
ら
き
ま
す
)

一

同
布
施
小
学
校
で
、
加
山
王
唯
氏
の

マ
縦
覧
場
所

一

「
円
以
夫
病
と
成
人
病
」

市
役
所
三
附
大
会
議
室

-
マ
上
中
島

H
2月
げ
日
午
後
l
時
、
古

一

野
公
民
飢
で
、
浦
町
正
眼
氏
の

「
成

一

人
病
に
つ
い
て
」

一マ
本
江

H
2月
日
日
午
後
1
時
、
十
本
江

種軍耀欝鶴盟事境

胃

が

ん

検

診

山
内
が
ん
の
早
期
発
見
を
円
的

に
胃
の
集
団
検
診
を
行
な
い
ま

す
。
検
診
を
希
望
さ
れ
る
人
は

早
め
に
市
役
所
保
険
衛
生
諜
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

検
診
は
、
予
診
、
問
診
、
内

』

斜

医

の

診

察

、
X
線
に
よ
る
胃

川

の

間

接

縄
影
で
す
。
料
金
は
四

川
百
五
十
円
で
、
検
診
日
に
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

川
V
検
診

H
H
2
月
幻
自

(
土
)
午
前

9

川

時

i
什
時

川

場
所
リ
経
団
福
祉
会
館

川

人
員
H
七
十
五
名

川

申
し
込
み

1
2月
同
日
(
土
)
ま
で

川
V
険
診
日

H
3月
刊
日

(
土
)
午
前

9

時

i
け
時

場
所
H
片
貝
小
学
校

ー

人
員
H
七
十
五
名

く
に
兆
洋
方
面
な
ど
へ

出
か
せ
ぎ
の

川

申
し
込
み

H
3
月
5
日
(
木
)
ま
で

た
め
、
船
員
保
険
に
加
入
あ
る
い
は

川

船
員
保
険
を
や
め
た
人
な
ど
、
そ
の

川

部
度
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

ー

届
け
出
は
市
役
所
市
民
謀
、
中本た

川

は
連
絡
所
で
簡
単
に
す
み
ま
す
。

な
お
、

3
月
分
ま
で
の
国
民
年
金

川

の
掛
げ
金
は

3
月
末
ま
で
に
納
め
て

川

く
だ
さ
い
@

川

3
月
の
歩
乙

川

3
月
の
歩
こ
う
会

}
:
:
、

ι
!
川

三
区
は

1
1
E川

日
本
カ

ー
バ
イ
ド
早
月
工
場
方
面
に

川

行
き
ま
す
。
参
加
希
望
者
は
、
電
鉄

川

魚
津
駅
前
へ
午
前

9
時
に
お
集
ま
り

川

く
だ
さ
い
。
コ

ー
ス
は
、
田
方
町
|
川

旧
国
道
|
早
月
椅
を
経
て
、
早
月
工

川

場
へ
。
帰
り
は
地
鉄
中
村
駅
か
ら
電

川

車
を
利
用
し
ま
す
。
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国
民
年
金
の
手
続
き
は
忘
れ
ず
に

国
民
年
金
に
は
、
い
ろ
い
ろ
の
手

続
き
が
必
要
で
す
。

乙
の
手
続
き
を
忘
れ
て
い
る
と
、

加
入
も
れ
に
な
っ
た
り
、
転
出
先
が

わ
か
ら
な
く
な
っ
た
り
し
て
、
保
険

料
の
集
金
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
障
害
年
金
ゃ
、
母
子
年
金
な
ど

の
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

国
民
年
金
制
度
は
、
厚
生
年
金
な

ど
会
社
で
取
り
鋭
っ
て
い
る
年
金
と

巡
っ
て
、
個
人
個
人
が
自
主
的
に
届

け
出
を
す
る
建
て
前
を
と

っ
て
い
ま

す
。
長
い
間
に
は
、
住
所
や
氏
名
が

変
わ

っ
た
り
、
会
社
を
や
め
る
乙
と

も
あ
り
ま
す
。

自
分
自
身
の
年
金
権
を
守
る
た
め

に
変
動
が
あ
っ
た
と
き
は
、
自
主
的

に
届
け
出
る
乙
と
が
肝
心
で
す
。

と

幼

児

検

診

該
当
者
は
①
昭
和
引
年

8
月
1
日

か
ら
位
年
3
月
末
ま
で
出
生
の
二
歳

児

①

同

犯

年

4
月
1
日
か
ら
刊
年

7
月
末
ま
で
出
生
の
四
歳
児
で
す
。

校

下

検

診

日

場

所

2
月

大

町

ロ

日

魚

津

公

民

館

(
大
町
小
前
、

県
工
試
内
)

村

木

げ

日

保

健

所

道

下

同

日

小

学

校

経

団

引

け

日

福

祉

会

飢

上

野

方

お

日

小

学

校

住

吉

お

日

公

民

館

3
月q
u
口
M

4
日

片 加

貝積

小公

学民

の公
衛 l~
生虻(
」で

替 安防
三 唖証l凪 副
男 d醗加甑~~
氏 司週間百江
の 哩師、， ew.;::， 

-， 
婦
人

仰
入
学
級

婦
人
学
級
大
会
と
意

}

I

ー

式
会
と
婦
人

見

発

表

会

9

日

の
な
見
発
表

魚
作
市
大
会
は
、
2
月

9
日
午
前
叩

時
か
ら
市
民
会
館
で
ひ
ら
か
れ
ま
す

婦
人
学
級
生
な
ど
や
く
八
百
名
が
集

ま
っ
て
諮
演
や
学
習
発
表
を
行
な
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

午
後
か
ら
は
「
団
体
活
動
を
通
じ

て
生
涯
教
育
お
よ
び
家
庇
生
活
の
諸

問
題
」
に
つ
い
て
校
下
婦
人
会
代
表

に
よ
る
意
見
発
表
が
あ
り
ま
す
。

毎
週
、
月
、
水
、

金

曜
日
、
午
前
川
時
か
ら

午
後
3
時
ま
で
市
役
所
商
工
水
産
課

で
ひ
ら
か
れ
て
い
ま
す
。

内
職
相
談

天

神

5
日

小

学

四
布
施

叩
日

小

学

松

倉

日

日

小

学

本

江

げ
日

公

民

上

中

島

問

日

小

学

受
付
時
間
は
午
後

1
附

i
2時

校館校校校

乳

児

相

談

生
後
三
か
月
か
ら
一

年
ま
で
の
赤

ち
ゃ
ん
を
対
象
に
、
魚
津
保
健
所
で

乳
児
相
談
が
ひ
ら
か
れ
て
い
ま
す
。

健
康
な
赤
ち
ゃ
ん
を
育
て
る
た
め
、

ぜ
ひ
相
談
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

マ
生
後
三
か
月
の
人
H
第
二
金
腿
日

マ
生
後
六
か
月
の
人
H
第
三
金
曜
日

マ
生
後
八
か
月
の
人
H
第
四
金
曜
日

マ
生
後
一
年
の
人
H
第
一
金
曜
日

2
月
の
相
談
日
は
、

6
目
、
日
目

別
目
、
幻
自
で
、
時
間
は
午
前

9
時

か
ら
叩
時
ま
で
で
す
。

〈
こ
関
節
脱
臼
検
査
V

2
月
日
日
(
毎
月
第
二
金
曜
日
)

午
後
1
時
か
ら
2
時
ま
で
、
魚
津
保

健
所
で
行
な
い
ま
す
。

八
離
乳
食
調
理
実
習

V

2
月
幻
日

(毎
月
第
四
金
限
日
)

午
前
川
時
か
ら
ロ
時
ま
で
、
魚
津
保

健
所
で
行
な
い
ま
す
。

校館

健

康

相

談

日

市
で
は
、
健
康
相
談
日
を
知
週
水

雌
日
に
ひ
ら
い
て
い
ま
す
。

2
月
の

健
康
相
談
日
は
、
4
日
、
川
崎
目
、
お

日
で
す
。
時
間
は
午
前
川
時
か
ら
午

後
3
附
ま
で
市
役
所
保
健
室
で
行
な

い
ま
す
。

ま
た
、
医
師
に
よ
る
相
談
は
、
同

日
午
後

1
時

i
3
時
ま
で
、
市
役
所

保
健
室
で
実
施
し
ま
す
。



市
役
所
の
市
民
州
談
室
は

一
市
政
の
怨

μ
と
し
て
、
市
民

の
み
な
さ
ん
か
ら
の
隙
的
や

-
蛍
弘
前
K

望
、
苦
析
な
と
か
}受

一
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

ま
た
刊
年
か
ら
3
の
引
に
利
一説
日
を
設
け
、
市
長
や

一
助
役
が
出
限
み
な
さ
ん
の
安
望
を
お
開
き
し
、
で
き
る

一
だ
け
巾
政
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
つ
と
め
て
き
ま
し
た
。

一一一一 ( 2 ) 一一ー

道

制
年
中
の
市
民
相
談
室
l

一

一_45. 2. 

市
民
相
談
室
が
、
村
年
中
に
受
け

付
け
た
陳
情
や
苦
情
な
ど
は
二
百
二

十
件
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
内
容
は
、
道
路
の
舗
装
、
改

良
、
ゴ
ミ
し
尿
処
理
問
題
、
鶏
襲
の

悪
臭
、
騒
音
な
ど
に
悩
ま
さ
れ
て
い

る
人
か
ら
の
相
談
、
農
業
の
ほ
場
整

備
事
業
や
公
共
施
設
の
払
い
下
げ
の

陳
情
、
離
婚
、
相
続
な
ど
家
庭
問
題

に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
、
交
通
事

故
の
補
償
問
題
、
交
通
信
号
機
の
設

置
な
ど
、
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
相

談
が
持
ち
こ
ま
れ
ま
し
た
。
昨
年
中

警察

三
千
万
円
が
庭
に

?怠

市
消
防
本
部
で
は
昭
和
糾
年
中
の

火
災
状
況
を
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
れ

に
よ
り
ま
す
と、

火
災
件
数
は
二
十

六
件
、
損
害
見
積
額
が
一
千
九
百
五

十
万
円
で
、
乙
れ
は
何
年
に
く
ら
べ

火
災
件
数
六
件
、
損
害
見
積
額
で
や

く
九
百
五
十
万
円
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ふ

え
て
い
ま
す
。

乙
の
出
火
原
因
を
み
ま
す
と
、

①
重
油
バ
ー
ナ
ー
H
五
件
①
プ
ロ

パ
ン
ガ
ス
リ
四
件
①
残
り
火
の
不

始
末
日
三
件
@
火
遊
び
H
二
件
の

順
と
な
り
、
そ
の
ほ
か
、
取
り
灰
、

電
気
ゴ
タ
ツ
、
た
き
火
、
ア
イ
ロ
ン

の
不
始
末
や
燃
突
の
加
熱
な
ど
と
な

っ
て
い
ま
す
D

と
れ
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意

で
思
わ
ぬ
災
害
に
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
火
の
元
に
は
十
分
注
意
い
た

し
ま
し
ょ
う
。

?智?黍無第3種郵便物認可

二
百
四
十
回
出
動

ー
ー

救

急

車

非
情
サ
イ
レ
ン
を
聞
く
と
、

H

ま

た
ど
と
か
で
/
だ
れ
か
が

?
H
と
心

が
暗
く
な
り
ま
す
が
、
そ
の
紋
急
車

の
出
動
回
数
が
判
年
は
前
年
よ
り
二

十
凹
多
い
二
百
四
十
回
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
し
て
車
で
運
ん
だ
人
は
二
百

五
十
名
と
刊
年
よ
り
五
十
名
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
事
故
別
出
動
回
教

を
み
ま
す
と
、
交
通
事
故
が
も
っ
と

も
多
く
九
十
九
回
、
急
病
人
五
十
八

回
、

一
般
負
傷
三
十
二
日
、
;
労
災
事

に
取
り
吸
っ
た
も
の
を
区
分
し
て
み

ま
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
0

・
道
路
舗
装
、
改
良
問
題
四
七
件

・
家
庭
問
題
に
つ
い
て
二
五
件

・
ゴ
ミ
、
し
尿
処
理
問
題
一
八
件

・
公
害
問
題

一
六
件

・
教

育

問

題

一

一

件

・
水
路
、
河
川
の
改
修
一

O
件

・
都

市

計

画

問

題

八

件

・

交

通

事

故

問

題

七

件

・
助
成
金
、
市
の
財
政
問
題
六
件

・
登

記

に

つ

い

て

五

件

・
交

通

信

号

機

の

設

置

五

件

火 44
災年

状中

。〉

故
二
十
七
回
の
似
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
出
動
回
数
脅
月
別
に
み
ま

す
と
、

7
月
が
二
十
六
回
で
い
ち
ば

ん
多
く
、
つ
ぎ
に

8
月
の
二
十
四
回

と
な
っ
て
い
ま
す
。

時
間
別
に
み
ま
す
と
、
午
後
4
時

か
ら

6
附
が
四
十
三
回
と
一
帯
出
動

が
多
く
、
と
く
に
午
後
2
時
過
ぎ
か

ら
叩
時
ご
ろ
に
か
け
て
全
体
の
五

o

r出
動
し
て
い
ま
す
。

八
百
七
十
二
人
出
生

|

|

人

口

動

態

昨
年
一
年
間
の
人
口
動
態
を
ま
と

め
て
み
ま
す
と
、
ま
ず
出
生
は
八
百

七
十
二
人
(
引
四
百
三
十
八
人
、
女

四
百
三
十
四
人
)
で
、
刊
年
よ
り
四

十
七
人
ふ
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
死

亡
は
三
百
四
十
六
人
(
男
百
九
十
二

人
、
女
百
五
十
四
人
)
で
、
前
年
よ

り
二
十
人
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

い
っ
ぽ
う
転
入
者
は
一
千
五
百
六

十
七
人
、
転
出
者
が
一
千
九
百
三
十

八
人
、

差
し
引
き
三
百
七
十
一
人
転

出
者
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
c

こ
の

一
年
間
に
届
け
ら
れ
た
婚
姻

は
凶
百
九
十
一
件
、
離
婚
は
三
十
六

件
あ
り
ま
し
た
。

ロ
月
末
に
お
け
る
人
口
は
四
万
七

千
三
百
六
十
二
人
(
男
二
万
二
千
六

百
六
十
九
人
、
女
二
万
四
千
六
百
九

十
三
人
)
、
町
市
数
は
一
万
一
千
五

百
七
十
二
位
帯
で
し
た
。

-
住

宅

問

題

に

つ

い

て

五

件

・
社

会

福

祉

問

題

五

件

・
防

犯

灯

の

設

置

四

件

・
ほ
場
整
備
事
業
に
つ
い
て
四
件

・
保

育

所

に

つ

い

て

四

件

・
山
村
振
興
法
に
つ
い
て
三
件

・
用
地
の
あ
っ
旋
に
つ
い
て
三
件

・
国
保
保
険
証
に
つ
い
て
二
件

・
上
、

下

水

道

問

題

二

件

・
税

金

に

つ

い

て

一

件

.
歩
道
上
ま
で
陳
列
し
て
い
る

商

屈

に

つ

い

て

一

件

・
窓
口
事
務
、
住
民
登
録
問
題
一
件

・
そ

の

他

二

七
件

市
民
相
談
室
で
は
、
こ
れ
ら
み
な

一

さ
ん
か
ら
の
陳
情
書
や
、
要
望
を
で

一

き
る
だ
け
早
く
市
長
、
助
役
、
関
係

一

課
に
報
告
し
、
市
政
に
反
映
さ
れ
る

一

ょ
う
つ
と
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
と

一

活
用
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
一

農
業
を
皆
ま
れ
る

人
が
、
山
以
耕
肘
に
訓

う
ん
機
、
ト
ラ
ク
タ

ー
な
ど
を
使
用
さ
れ

る
と
き
、
そ
の
動
力

に
用
い
ら
れ
る
燃
料

が
軽
油
で
あ
る
場
合

は
、
申
請
に
よ
っ
て

免
税
軽
油
を
購
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す

魚
津
県
税
事
務
所

で
は
、
円
以
耕
の
始
ま

る
前
に
、
こ
れ
ら
の

申
請
を
受
け
、
免
税

一
祉
の
交
付
を
い
た
し

ま
す
が
、
そ
の
受
付

期
聞
を

3
月
山
日
か
ら
加
日
ま
で
と

し
て
お
り
ま
ず
か
ら
遅
れ
な
い
よ
う

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
必
裂
な
申
請
書
諸
用
紙
は

各
農
協
に
送
付
し
て
あ
り
ま
ず
か
ら

近
く
の
農
協
で
、
作
成
安
領
な
ど
を

よ
く
聞
い
て
、
問
迎
い
の
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

(
魚
津
県
税
事
務
所
)

農耕丹jに使用する'1豆油免

税証の交付申請は早めに

川
原
田
さ
ん
に

名
誉
市
民
称
号
贈
る

魚
律
名
誉
市
民
第
一
号
に
抗
挙
さ

れ
た
川
原
田
政
太
郎
工
学
問
土
(
七

十
九
歳
)
へ
名
誉
市
民
称
号
贈
呈
式

は
1
月
日
日
午
前
日
時
か
ら
市
佼
所

大
会
議
室
で
関
係
者
百
五
十
人
集
ま

っ
て
ひ
ら
か
れ
ま
し
た
。

元
気
で
陥
魚
さ
れ
た
川
原
田
さ
ん

に
高
野
市
長
か
ら
称
号
記
と
副
章
の

直
径
四
セ
ン
チ
の
純
金
メ
タ
ル
お
よ

び
同
市
章
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

川
原
田
さ
ん
は

「
こ
の
た
び
の
光

栄
に
対
し
と
れ
か
ら
生
ま
れ
か
わ
っ

た
つ
も
り
で
、
も
っ
と
研
究
努
力
を

つ
づ
け
た
い
と
述
べ
、
こ
の
あ
と
一

時
間
に
わ
た
っ
て
記
念
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。
写
真
H
名
誉
市
民
称
号
記

を
受
け
ら
れ
る
川
原
田
さ
ん
(
右
)

け時 なま支1骨
付 30参つ、降
け分加て一回
ま i申い般転
す 9しま、競
。時込す壮技
30み。年、|峰別人掛j住資 き谷前 2rIJ 
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八
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市民スキー大会

15日大谷スキー場で

進
行
し
た
胃
ガ
ン
を
先
見
す
る
こ
こ
の
早
期
発
見
の
た
め
に
は
、
中
年

と
は
た
や
す
い
の
で
す
が
、
そ

れ

か

以

上

の

人

が

、
ま
だ
症
状
が
な
く
て

ら
手
術
を
さ
れ
て
も
五
年
以
上
生
存
も
、
胃
の
検
診
を
う
け
ら
れ
、
そ
こ

さ
れ
る
人
は
、
十
人
中
三
人
ぐ
ら
い
で
疑
わ
し
い
人
が
、
ど
ん
ど
ん
胃
内

で
す
0

.

ガ
ン
の
末
期
は
ま
っ
た
く
み
視
鋭
(
胃
フ
ァ
イ
バ
ー
ス
コ
ピ
1
)

じ
め
で
あ
り
、
思
者
さ
ん
は
も
と
よ
な
ど
の
精
密
検
査
を
う
け
ら
れ
る
の

り
、
看
病
す
る
人
も
箱
根
尽
ぎ
は
て
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

て
、
そ
の
結
果
は
空
し
い
も
の
で
あ
こ
の
検
査
は
、
ま
っ
た
く
安
全
で

り
ま
す
。
私

|
|
1
1
1
1
1
1
1
1
l
i
l
l
i
t
-
-
あ
り
、
器
械

た
ち
が
胃
ガ

当
A
F

L
I
-
-
、

の

進

捗

と

、

ン
よ
り
救
わ

除

能

川

W

F
7却
任

円

方

ン

に

検

査

前

の

十

れ
る
た
め
に

4

援

軍

司

コ

h

C

分
な
処
置
に

は
、
胃
ガ
ン

《

も

て

し

v

よ
り
、
不
快

が
ま
だ
問
問
の

I
l
l
t
I
l
l
i
-
-
-
I
l
l
i
-
-
ー

感
や
検
査
時

内
側
の
粘
膜
に
は
じ
ま
っ
た
ば
か
り
に
お
け
る
事
故
も
、
最
近
は
ほ
と
ん

で
、
胃
の
筋
肉
庖
ま
で
迷
せ
ず
、
ま

ど

あ

り

ま

せ

ん

。

だ
速
く
の
内
臓
へ
飛
び
火
し
て
な
い
な
に
よ
り
も
た
い
せ
つ
な
自
分
の

時
期
の
う
ち
に
発
見
し
て
、
手
術
す
健
康
は
、
自
分
自
身
で
守
っ
て
い
た

る
以
外
に
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
。

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
早
則
発
見
、
早
期
治
療
(
富
山
労
災
病
院
外
斜
部
長

で
す
。

ζ

れ

が

実

施

さ

れ

れ

ば

、

百

島

弘

一一一)

軒
近
く
同
ガ
ン
よ
り
救
わ
れ
ま
す
。

航
海
の
安
全
と
大
漁
を
祈
る

山
漁
団
の
航
海
安
全
、
大
漁
祈
願

祭
は
1
月

μ
日
市
民
会
館
で
団
員
と

家
族
や
く
凶
百
名
が
集
ま
っ
て
ひ
ら

か
れ
ま
し
た
。
全
員
が
お
は
ら
い
を

受
け
た
あ
と
、
代
表
者
が
玉
ぐ
し
を

さ
さ
げ
操
業
の
安
全
と
大
漁
を
祈
り

ま
し
た
。
乙
の
あ
と
壮
行
会
に
う
つ

り
、
十
五
年
以
上
同

一
船
主
勤
続
者

五
名
が
市
長
表
彰
を
受
け
、
そ
の
ほ

か
別
労
者
な
ど
三
十
二
名
に
出
漁
団

長
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

写
真
H
市
民
会
館
で
の
出
漁
祈
願
祭

あ

な

た

が一一
O
番

を

か

け

る

と

き

一一

O
揺
を
か
け
る
人
の
中
に
は

あ
わ
て
て
「
早
く
き
て
く
れ
」
と
い

う
だ
け
で
、
か
ん
じ
ん
の
場
所
や
川

件
を
一百
わ
な
い
人
が
あ
り
ま
す
。

「
発
明
の
人
川
原
出
政

太
郎
」
刊
行
さ
れ
る

魚
津
名
誉
市
民
第
一
サ
に
な
ら
れ

一

た
川
原
田
政
太
郎
さ
ん
の
一
生
を
書

一

い
た
「
発
明
の
人
川
原
国
政
太
郎
」

一

が
、
こ
の
ほ
ど
新
興
出
版
社
か
ら
刊

行
さ
れ
ま
し
た
。
本
吉
の
執
筆
編
集

は
篠
原
文
雄
氏
で
、
第
一
部
が
先
生

の
半
位
紀
、
第
二
部
研
究
発
明
に
則
附

す
る
随
組
論
文
、
第
三
部
人
物
評
と

な
っ
て
お
り
、
先
生
の
喜
寿
の
お
祝

い
と
そ
の
輝
や
か
し
い
業
績
を
た
た

え
て
い
ま
す
。
本
文
二
百
八
十
八
頁

定
価
一
部
一
千
円
で
、
市
内
の
各
書

屈
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

V
落
ち
つ
い
て
「
強
盗
」
「
交
通
事
故

」
「
泥
棒
」
な
ど
早
口
に
な
ら
な
い

よ
う
一言
い
ま
し
ょ
う
。

V
つ
ぎ
に
「
い
つ
」

「
ど
こ
で
」
な
ど

時
間
と
場
所
を
、
そ
の
後
は
応
待
の

笹
山
位
以
官
が
、
現
場
へ
の
目
標
物
、
事

件
の
内
容
な
ど
、
順
序
よ
く
お
た
す

ね
し
ま
す
か
ら
落
ち
つ
い
て
ハ
ッ
キ

リ
お
答
え
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
一
一

O
番
を
か
け
ら
れ
た
人
の
お
名
前
や

電
話
准
号
な
ど
も
、
お
た
す
ね
し
ま

す
が
、
乙
れ
も
ぜ
ひ
お
答
え
願
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

パ
ト
カ
ー
が
現
場
へ
急
行
し
た
ら

事
件
や
事
政
の
内
容
を
聞
き
ま
す
が

で
き
る
だ
け
く
わ
し
く
と
説
明
い
た

だ
け
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
早
く
事
件
や

事
故
の
処
理
、
犯
人
検
挙
が
で
き
る

こ
と
に
な
り
ま
守
の
で

i
k
J

ど
協
力
を
お
願
い
い
た

「
お
ぜ
二

し
ま
す
。

一
円
六
」
』

(
魚
津
警
察
署

)

f
」
合

強↑ー・曹、
(て

八
源
泉
所
得
税
の
還
付
申
告

V

①
源
泉
徴
収
に
よ
る
所
得
税
額
の
濯

付
の
た
め
の
申
告
書
は
、

2
月
上
旬

ま
で
に
挺
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
給
与
所
得
者
で
、
判
年
の
途
中
で

退
職
し
た
人
や
科
年
中
に
雑
損
失
、

医
療
費
な
ど
の
控
除
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
人
、
あ
る
い
は
配
当
所
得

や
外
交
員
報
酬
に
対
す
る
税
金
が
納

め
過
ぎ
に
な
っ
た
人
は
、
申
告
書
を

射
出
す
れ
ば
税
金
の
還
付
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

①

申

告

書
に
は
、
給
与
支
払
者
の
認

印
の
あ
る
源
泉
徴
収
崇
、
保
険
料
支

払
証
明
記
回
な
ど
証
拠
吉
類
を
確
実
に

添
付
し
て
く
だ
さ
い
G

②
正
し
い
申
告
書
を
単
く
提
出
し
た

人
か
ら
順
次
還
付
い
た
し
ま
す
。

①
申
告
用
紙
の
な
い
人
は
、
所
得
税

係
へ
電
話
ま
た
は
は
が
き
な
ど
で
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。

税

務

署

か

ら

確
定
申
告
の
時
則
が
き
・
ま
し
た

八
確
定
申
告
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人

V

①

一
般
の
人
の
場
合
H
各
種
の
所
得

合
計
額
か
ら
基
舵
段
除
額
十
六
万
七

千
五
百
円
と
そ
の
仙
の
所
得
控
除
制

と
を
差
し
引
い
た
金
額
に
つ
い
て
、

算
出
し
た
税
額
が
配
当
搾
除
制
よ
り

も
多
い
人
。

①
給
与
所
得
の
あ
る
場
合
①
に
該
当

す
る
給
与
所
得
者
で
、
次
の
い
ず
れ

か
に
あ
た
る
人
。

・
給
与
の
収
入
合
計
絹
が
五
百
万
円

を
と
え
る
人
。

・
給
与
を

一
か
所
か

ら
受
け
て
い
る
人
で
、
給
与
所
得
、

退
職
所
得
以
外
の
各
相
所
得
金
額
の

合
計
が
五
万
円
を
こ
え
る
人
。

・
給

与
を
こ
か
所
以
上
か
ら
受
け
て
い
る

人
で
、
従
た
る
給
与
の
収
入
組
と
給

与
所
得
、
返
職
所
得
以
外
の
各
極
所

得
金
額
と
の
合
計
簡
が
五
万
吋
を
こ

え
る
入
。

・
同
版
会
社
の
役
員
や
そ

一

の
組
族
な
ど
で
、
そ
の
法
人
か
ら
給

一

与
の
ほ
か
に

「
利
子
賃
貸
料
」
な
ど

の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
人
。

・
災

小
川
日
を
受
け
た
た
め
、
科
年
山
中
に
給
与

に
つ
い
て
の
源
泉
徴
収
税
額
の
徴
収

一

猶
予
や
還
付
を
受
け
た
人
。

一①
資
産
所
得
の
合
算
課
税
を
受
け
る

一

場
合
や
退
職
所
得
の
支
払
い
を
受
け

一

る
際
に

「
退
職
所
得
の
受
給
に
関
す

る
申
告
書
」

を
提
出
し
な
か
っ
た
た

め
、
二

O
V引
の
所
得
税
を
源
泉
徴
収

さ
れ
た
人
で
、
正
組
の
税
額
よ
り
も

少
な
い
場
合
の
人
2

八
譲
渡
所
得
関
係
の
改
正

V

土
地
や
建
物
な
ど
の
譲
渡
所
得
は

昭
和
糾
年
分
に
限
っ
て
、
総
合
課
税

か
、
分
離
課
税
か
、
い
ず
れ
か
有
利

な
方
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

の
選
択
の
で
き
る
の
は
、

①
土
地
や
建
物
、
付
属
設
備
を
売
っ

た
場
合
に
限
ら
れ
る
。

①

こ

れ

ら
の
資
産
の

一
部
に
分
離
諜

税
を
、
他
の
部
分
に
総
合
課
税
を
選

ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
。

り
巡
回
行
政
相
談
U

2
月
幻
日
真
成
寺
で

富
山
行
政
院
察
局
で
は
、
「
巡
回

行
政
相
談
所
」
を

2
月
お
日
、
午
前

川
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で
、
真
成
寺

町
、
真
成
寺
で
ひ
ら
き
ま
す
。

日
常
生
活
を
通
じ
、
役
所
の
仕
事

に
つ
い
て
不
平
不
満
あ
る
い
は
困
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
遠

慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

当
日
は
、
行
政
相
談
委
員
の
谷
川

寛
徳
さ
ん
や
段
祭
局
の
係
員
が
出
席

す
る
乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

①
分
離
課
税
を
選
ぶ
場
合
は
、
居
住

同
財
産
の
買
い
換
え
な
ど
課
税
の
軽

減
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
「
分
離
課

税
」
の
場
合
の
譲
渡
附
得
の
税
額
は

長
期
談
渡
所
得
(
五
年
以
上
の
似
有

資
産
)
の
と
き
、
百
万
円
内
除
後
一
「

o
ro
短
期
譲
渡
所
得
の
と
き
は
、

課
税
所
得
金
額
(百
万
円
出
除
な
し
)

の
凶

O
が
わ
か
、
ま
た
は
他
の
所
得
と

総
合
し
て
計
算
し
た
税
傾
の
う
ち
、

短
期
間
所
得
に
対
日
め
す
る
部
分
の

一

一

o
rの
税
額
か
、
ど
ち
ら
か
多
い

方
に
な
り
ま
す
D

〈
納
税
証
明
書
の
交
付
事
務
V

工
事
請
負
指
名
願
い
な
ど
に
添
付

す
る
納
税
証
明
書
の
よ
う
に
、
あ
ら

か
じ
め
提
出
期
日
の
判
明
し
て
い
る

も
の
に
つ
い
て
は
、

2
月
中
旬
頃
ま

で
に
交
付
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
申
請
書
に
は
、
本
人
の
住

所
、
氏
名
、
使
用
目
的
な
ど
は
、
あ

ら
か
じ
め
記
入
し
て
お
い
て
く
だ
さ

¥

O

 

'υw 
八
日
曜
、
祭
日
の
当
番
医

V

V
8
日
日

(
尽
)
本
江
宮
元
医
院
(
夜
)

本
江
浦
同
病
院

V
什
白
川

(
尽
)
本

江
浦
田
病
院
(
夜
)
下
村
木
町
河
内
病

院

V
同
日
H
(昼
)浜
終
回
江
幡
医

院
(
夜
)
友
道
一扇一
谷
医
院

v
n日
H

(毘
)荒
町
芝
山
医
院
(
夜
)
火
の
宮
町

沢
口
内
糾
医
院

一

た

ば

こ

は

市

内

で

:

:

・

一

一

旅
行
や
出
張
の
際
の
た
ば
こ
、
贈

一

一答
用
た
は
乙
は
、
ぜ
ひ
市
内
で
買
い

一

一
ま
し
ょ
う
。
売
り
上
げ
の
の
一
部
が

一

一市
の
収
入
に
な
り
ま
す
。

一


